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第21回絆づくりこうなん実行委員会　会議要旨

日時：平成25年４月22日（月）午後1時30分～4時


場所：市民・協働ステーション（情報センター2階）




１　絆ファイルについて

（１）招待候補団体


・健康づくりに取り組んでいる団体の話を聞いたり、提案したり、交流していこうということを目的として、招待する団体を決めていきたい。


・健康フェスティバルに参加する団体を確認したところ、ボランティア団体は少ないとのことであった。

・地道に健康についてボランティアに近い形で江南市内において活動している個人、団体と鈴木委員がメインで話をすることに１つ意味があるのではないか。

・市内で活動している個人、団体が望ましいのではないかと思う。

・団体の紹介をとおり一編ではなく、もっと深く掘り下げた活動内容を紹介したり、お互いに困っている点とか話し合えたらいい。


・知っている団体はあるが、声かけをしても果たしてきてもらえるのか疑問に感じる。

・問題は、いろんな団体があるが、この場に来てPRしてもしなくてもあんまり関係ないと考えているところが多いのではないか。

そのようなことを通して会員が増える等のメリットがあれば参加したいと思えるが、そうではない限り、出かけてくるようなことはしないのではないか。そういう問題で悩んでいるのであればここで立ち上げ、地域に入り込むなどしたほうがいいのではないか。

・ローズ・リボンさんは、健康体操を広めたいという思いがある。先日、今市場において健康体操を行いたいという人たちがいるとお話があった。１年たっても出発できないということであれば、絆づくり実行委員会において団体としての立ち上げをサポートしていき、また次へつなげていければと思う。

・高齢者生きがい課で場所が見つからないということであれば、情報や経験に長けた人を紹介し、今後どうすればうまくいくのかということをアドバイスすること、またどういうニーズがあり、どこにあるのか、そういう悩んでいる人たちを呼んで解決していくことが我々の仕事ではないかと考えられる。

（中略）



・

「ローズ・リボン」、「上奈良気ままサロン」、その他

（２）開催時期

　　平成２５年６月２２日（土）　午後

（３）参加者


「ローズ・リボン」、「上奈良気ままサロン」、その他

（４）会　場

　　市民・協働ステーション　大会議室

（５）当日の進行方法


　　・今後、詳細を考える。


（６）当日の準備物


　　・ホワイトボード、B紙、マーカー、水性マジック


（７）役割分担


　　　今後、詳細を話し合っていく。


２　その他


次回実行委員会

・日　時　５月２３日（木）午後１時３０分

・場　所　市民・協働ステーション　大会議室（地域情報センター２階）


　　傍聴は自由です。お気軽にお越し下さい。

議題　１　絆ファイルについて



２　その他



















実際に活動したいが、どうしたらいいのか悩んでいる人たちを呼んだほうがいいのではないか。ボランティアガイドに掲載されているところは、実際には手助けを必要としないのではないか。











